
開会挨拶を行う
本郷森林整備部長

開会挨拶を行う
ボリコFAO駐日連絡事務所長

閉会挨拶を行う
桂川計画課長

　
森
林
減
少
、
気
候
変
動
な
ど
に
よ
り
、
世
界
中
で
土
壌
の
劣
化
が
進
行
し
て
い
ま

す
。
こ
の
た
め
、
国
連
で
は
2
0
1
5
年
を
国
際
土
壌
年
と
定
め
、
持
続
可
能
な
土
壌

と
土
地
の
管
理
を
促
進
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
急
峻
な
国
土
の
多
い
我
が
国
に
お
い
て
、
近
年
、
増
加
す
る
台
風
、
集
中
豪

雨
、
津
波
な
ど
の
自
然
災
害
の
被
害
を
防
止
・
軽
減
す
る
森
林
の
防
災
・
減
災
機
能
の

重
要
性
が
再
認
識
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
森
林
の
そ
れ
ら
の
防
災
面
で
の
強
靱
性
は
、
森
林
生
態
系
の
基
盤
で
あ
る
森
林
土
壌

を
保
全
す
る
こ
と
に
よ
り
支
え
ら
れ
、
我
々
の
安
全
な
生
活
環
境
、
食
料
安
全
保
障
、

生
物
多
様
性
な
ど
の
恩
恵
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。
国
際
土
壌
年
の
幕
開
け
に
あ
た

り
、
林
野
庁
は
、
１
月
29
日︵
木
︶、
国
際
セ
ミ
ナ
ー
「
森
林
の
強
靱
性
を
支
え
る
基
盤

と
し
て
の﹃
土
壌
﹄」を
開
催
し
ま
し
た
。

　
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
森
林
に
関
す
る
基
準
・
指
標︵
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
・
プ
ロ
セ
ス
︶の

国
内
外
の
専
門
家
か
ら
、
森
林
を
支
え
、
森
林
に
よ
り
育
ま
れ
る
土
壌
の
メ
カ
ニ
ズ
ム

や
そ
の
機
能
、
森
林
土
壌
の
働
き
を
高
め
る
対
策
や
関
連
す
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
手
法
な

ど
に
つ
い
て
の
事
例
発
表
と
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

●日本
　森林内の土壌被覆度・劣化診断手法とそのデータ
　解析（三浦覚、東京大学特任准教授）
●ロシア
　亜寒帯林における伐採作業の土壌への影響（マリ
　ア・パレノバ、林野庁造林・林業機械化研究所）
●ニュージーランド
　土壌の提供するサービスと土壌の適正な管理（テ
　ィモシー・バーナード、国立森林研究所）
●韓国
　韓国における森林土壌の状態評価に関する経験　
　（チョン・セキョン、森林資源研究所）
●メキシコ
　日本拠出FAOプロジェクトによる土壌被覆度診
　断調査（ハシント・ガルシア、国立森林評議会）

森林の強靱性を支える 基盤としての「土壌」

～森林に関する基準・指標による モニタリングを通して見えるもの～

Topics
国際セ ミナー

プログラム

１．各国からの事例発表

２．パネルディスカッション

●共同ファシリテーター
　永目伊知郎（林野庁）
　ティモシー・ペイン（ニュージーランド国立森林研究所）
　　各国発表者及びオーストラリア代表と共に、国
際土壌年事務局、国連森林フォーラム第11回会
合、世界林業会議に向けた提言を議論。
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各
国
の
事
例
発
表
で
は
、
森
林
の
強
靱
性

の
基
盤
と
な
る
保
全
の
機
能
は
、
主
に
土
壌

及
び
水
資
源
の
役
割
と
機
能
を
特
定
す
る
こ

と
に
よ
り
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
、

モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
・
プ
ロ
セ
ス
参
加
国
が
、

土
壌
及
び
水
資
源
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
通
じ

て
、
地
域
社
会
の
生
計
維
持
の
た
め
に
、
こ

れ
ま
で
い
か
に
劣
化
し
た
森
林
を
回
復
さ

せ
、
水
土
保
全
機
能
な
ど
を
測
定
す
る
こ
と

に
挑
戦
し
て
き
た
か
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
参
加
各
国
に
と
っ
て
、
土
壌
の
状

態
に
関
す
る
効
率
的
か
つ
信
頼
で
き
る
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
手
法
の
開
発
は
、
依
然
と
し
て
課

題
で
あ
り
、
更
な
る
改
良
が
必
要
と
さ
れ
て

い
る
こ
と
、
土
壌
と
そ
の
他
の
森
林
の
多
面

的
機
能
と
の
間
の
相
互
作
用
に
つ
い
て
は
、

参
加
各
国
に
て
蓄
積
さ
れ
つ
つ
あ
る
国
家
森

林
資
源
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
の
デ
ー
タ
の
活

用
、
多
様
な
施
業
が
土
壌
に
与
え
る
影
響
分

析
な
ど
が
必
要
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
ま

し
た
。

　
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
森
林

は
、
特
に
外
部
か
ら
の
影
響
に
対
す
る
強

靱
性（
適
応
能
力
）の
観
点
か
ら
、
ポ
ス
ト

2
0
1
5
年
開
発
ア
ジ
ェ
ン
ダ
の
達
成
に
多

大
な
貢
献
が
可
能
で
あ
る
こ
と
、
特
に
、
自

然
災
害
に
対
す
る
防
災
・
減
災
に
関
連
す
る

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
強
靱
性
の
強
化
に

と
っ
て
、
森
林
分
野
の
取
組
が
鍵
と
な
る
こ

と
、
森
林
の
基
準
・
指
標
に
基
づ
く
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
、
評
価
及
び
報
告（
M
A
R
）は
、
ポ

ス
ト
2
0
1
5
年
開
発
ア
ジ
ェ
ン
ダ
に
関
連

す
る
タ
ー
ゲ
ッ
ト
の
た
め
の
定
量
的
な
指
標

を
提
供
出
来
る
こ
と
な
ど
が
提
言
さ
れ
ま
し

た
。

　

ま
た
、
本
年
９
月
に
ダ
ー
バ
ン（
南
ア
フ

リ
カ
）に
お
い
て
開
催
さ
れ
る
第
14
回
世
界

林
業
会
議
に
お
い
て
、
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
・

プ
ロ
セ
ス
第
３
次
概
観
報
告
書
が
発
表
さ
れ

る
予
定
で
す
が
、
ポ
ス
ト
2
0
1
5
年
開
発

ア
ジ
ェ
ン
ダ
を
は
じ
め
と
す
る
国
際
社
会
に

対
し
て
、
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
提
供
す
べ
き

で
あ
る
と
さ
れ
、
そ
の
中
で
森
林
の
強
靱
性

の
構
成
要
素
と
し
て
の
土
壌
及
び
水
資
源
保

全
の
役
割
は
、
よ
り
強
調
さ
れ
る
べ
き
で
あ

る
と
さ
れ
ま
し
た
。

国内外の専門家による報告。 パネルディスカッションの共同ファシリテーター。
永目分析官（右）、ティモシー・ペイン氏（左）。

森林の強靱性を支える 基盤としての「土壌」

～森林に関する基準・指標による モニタリングを通して見えるもの～

国際セ ミナー

http://www.rinya.maff.go.jp/j/kaigai/kyoryoku/h26seminar.html
本セミナーの発表資料・議長総括などは以下のURLに掲載しています。
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